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各  位 

平成 28年４月４日 

 

会 社 名 株 式 会 社 SOL Holdings 

代表者名 代表取締役社長 赤尾 伸悟 

（ＪＡＳＤＡＱコード・6636） 

問 合 せ 先 取締役管理部長 中原 麗 

         電 話 0 3 － 3 4 4 9 － 3 9 3 9 

 

メキシコ合衆国全国牧畜組合連合会ハリスコ州支部との 

「スーパーソルガム種子の生産と販売に関する基本合意」 

締結における今後の展開及び、メキシコ種子販売について 

 

記 

 

当社完全子会社である SOL ASIA HOLDINGS PTE. LTD. （本社：Singapore 日本支社：東

京都品川区、代表取締役社長 赤尾 伸悟）の子会社であるメキシコ合衆国（ 以下、「メキ

シコ」）の現地法人 SUPER SORGHUM MEXICO S.A. DE C.V.（以下、「SSM」）は、メキシコ合衆

国全国牧畜組合連合会ハリスコ州支部（以下、「UGRJ（注 1）」）、株式会社アースノート（沖

縄県名護市：種子生産メーカー）及び、PROFON.S.C.（以下、「PROFON 」、コンサルタント

業）との間で「スーパーソルガム種子の生産と販売に関する基本合意（以下、「MOU」）」を、

平成 28 年２月 29 日付で締結いたしました。また、メキシコにおけるスーパーソルガム事

業の現状と今後の展開について概要をお知らせいたします。 

 

１．UGRJと締結した「スーパーソルガム種子の生産と販売に関する基本合意」概要 

本 MOU 締結により、SSM は UGRJ の組合員に対してサイレージ用のスーパーソルガム種子

を下記のとおり販売する予定です。なお、販売につきましては別途、販売契約の締結が

必要となります。 

①平成 28年４月から平成 29年３月までに２００ｔ（１年目） 

②平成 29年４月から平成 30年３月までに１,０００ｔ（２年目） 

③平成 30年４月から平成 31年３月までに５,０００ｔ（３年目） 

３カ年合計６,２００ｔを販売する予定です（注２）。 
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＜基本合意（MOU）の概略＞  

（１） SSMは、UGRJに対しメキシコのハリスコ州及び他の地域において専らサイレージ

用とするためにスーパーソルガム種子の販売を行う非独占的権利を付与するこ

と 

（２） UGRJは、SSM からスーパーソルガム種子を購入し、メキシコのハリスコ州及び他

の地域において UGRJの組合員に販売すること 

（３） アースノートは、スーパーソルガムの種子を生産し、SSM に当該種子を供給する

こと 

（４） PROFONは、円滑な取引の進行及びスーパーソルガムの種子の販売に係るビジネス

の発展を促進するため、UGRJ、アースノート及び、SSM に対し、助言を行うこと

が定められております。 

 

２. メキシコにおけるスーパーソルガム事業の現状と今後の展開 

（１） 平成 27年３月９日 現地法人 SUPER SORGHUM MEXICO設立 

（２） LUCELO DE PANUCO DE PRODUCCION RURAL DE RESPOSABILIDAD DE C.V.（メキシコ

合衆国タマウリパス州タンピコ市 以下、「LUCELO DE PANUCO」）から平成 27 年

７月に 40ｔ、平成 27年 10月に 20ｔ、合計 60ｔの購入申し込み（注３）（注４） 

（３） メキシコ合衆国農畜水産農村開発食糧省（以下、「SAGARPA」）の試験栽培の結果、

PROFONより、50ｔの購入申し込み（注３）（注４） 

（４） SAGARPA の研究機関であるメキシコ合衆国国立農牧林業研究所（INIFAP）を通じ

てスーパーソルガムの実証試験栽培を行った結果、平成 28年１月 22日、スーパ

ーソルガムの優位性において評価を得たことにより、メキシコ国内の広範な地域

において栽培を推奨する旨の発表がなされた（注５） 

（５） 平成 28 年２月 29日、UGRJとの「スーパーソルガム種子の生産と販売に関する基

本合意」締結 

（６） 現地法人 SSM にて、スーパーソルガム種子のサイレージ用、第１世代、第２世代

エタノール用、緑肥用の営業活動を展開中 

 

（注１）UGRJは、メキシコ全体において組合員 80万人、2,000の地方牧畜業者の 

協会、44の地域牧畜業者結合会、26 の専門的な組合を擁する全国牧畜組合連合

会 Confederación Nacional de Organizaciones Ganaderas（略称：CNOG）のハ

リスコ州支部になります。 UGRJにつきましては、傘下に 135の組合と、組合員

11.5万人が加盟する組織になります。 

 

＜全国牧畜組合連合会ハリスコ州支部（UGRJ）の概略＞ 

・UGRJ：組合長：Andres S. Ramos Cano氏 

・UGRJ：URL http://www.ugrj.org.mx/ 

http://www.ugrj.org.mx/
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・CNOG：本部所在地：Calz. Gral. Mariano Escobedo 714, 

・Colonia Anzures, C.P. 11590, Ciudad de México, D.F. 

・CNOG：URL http://www2.cnog.org.mx/ 

 

（注２）この MOUはあくまで基本合意であり、MOU締結時において当社及び、SSMは UGRJ

が提示する数量に対し、その時点では納品に対応する設備投資の目途がついて

いない状況であったことから販売契約自体は別途締結することを予定しており、

販売に際しては、３期間の各販売期間の６か月前までに UGRJ と交渉の上で販売

量、価格、引渡場所、引渡日その他引渡し条件等を定めた販売契約を締結する

必要があります。また、MOU締結の有効期間は MOU締結後３年間であり、MOU締

結後６ヶ月以内に販売契約が締結できないときは自動的に MOU が解消されるこ

ととなっており、販売契約の締結が行われない可能性もあります。 

 

（注３）LUCELO DE PANUCO 及び、PROFONからの種子購入申込み（合計 110t）につきまし

ては、平成 28年３月オーストラリアよりメキシコに向け 60tの輸出を行ってお

り平成 28年４月下旬にはメキシコへ到着予定となります。また、残数の 50tに

つきましても、検疫手続き終了後、平成 28年 4月中旬を目途にオーストラリア

から輸出いたします。 

 

（注４）LUCELO DE PANUCO 及び、PROFONへの販売種子（合計 110t）につきましては、当

社在庫より出荷いたします。在庫種子はプロトタイプの種子のため移動平均法

による会計処理において、仕入価格が販売価格を上回ります。これにより平成

28 年３月期第４四半期会計期間において在庫種子の評価損を計上することにな

ります。既に在庫種子の評価損を試算した業績予想の修正を平成 28 年２月 10

日に公表しています（※）。また、LUCELO DE PANUCO 及び、PROFON への販売種

子につきましては、本来タイへ販売する種子として在庫管理を行っており、種

子代金につきましても既にアースノートへ支払済であります。 

 

    （※） 平成 28 年３月期の当社業績予想の修正に関する詳細につきましては、

当社が平成 28 年２月 10 日に公表しました「業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照願います。 

     

 （注５）SAGARPAからのスーパーソルガム推奨栽培に関します詳細につきましては、当社

が PR情報として公表しました平成 28年１月 27日付「メキシコ合衆国農畜水産

農村開発食糧省より認定作物としてスーパーソルガム栽培推奨に関するお知ら

せ」をご参照願います。 

 

http://www2.cnog.org.mx/
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メキシコ合衆国ハリスコ州 UGRJオフィス 

UGRJオフィスの建物は伝統的な闘牛場をイメージして建築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーパーソルガム種子購入に関する MOU締結《平成 28年２月 29日》 

左から PROFON社カルロス社長、ハリスコ州 UGRJ ラモス組合長、SSM 代表取締役川本幸夫、

PROFON社グスタボ副社長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


